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ごあいさつ
熊本地震により被害を受けられた皆さまに、謹んでお見舞い申し上げますとともに一日も早い復興を心からお祈り
申し上げます。
さてこのたび、平成28年３月期の当行の業績や取組みなどをお伝えするため、ディスクロージャー誌「2016南都銀行

レポート」を作成いたしました。ご一読いただき参考にしていただければ幸いに存じます。
わが国経済は一部の内需企業に好調な業績がみられるものの、中国をはじめとする新興国経済の減速や個人消費の
低迷により、景気は足踏み状態が続いております。
奈良県を中心とした地元経済におきましても、観光客数が依然高水準を維持するなど地元経済に好影響を及ぼす動

きがある一方、収益環境の改善に遅れがみられる業種があるなど、全体として一進一退の状況にあります。
また金融環境につきましても、他金融機関との競争激化や日本銀行のマイナス金利政策の影響による資金運用利回

りの低下等、今後さらに厳しい状況になるものと思われます。
このようななか、当行は経営ビジョン「活力創造銀行」に基づく中期経営計画「活力創造プラン」（平成26年４月～29
年３月）の最終年度を迎え、環境の変化に柔軟に対応しつつ、その総仕上げに向け南都銀行グループが一丸となって
「地域の活性化」や「収益基盤の確立」など５つの重点戦略に全力で取組んでおります。
なかでも「地域の活性化」は重点戦略の第一の柱であり、当行は地域経済の持続的な発展に貢献し、将来に亘り地域
の皆さまとともに成長を続けてまいりたいと考えております。
役職員一同、経営ビジョンの実現および中期経営計画の達成に向け精一杯努力してまいる所存でございますので、

どうぞ今後とも一層のご支援、ご愛顧を賜りますよう心からお願い申し上げます。

　　　平成28年7月
取 締 役 会 長

取 締 役 頭 取

平成30年7月豪雨、また6月の大阪府北部を震源とする地震により被害を受けられた皆さまに、謹んでお見舞申し上
げますとともに一日も早い復興を心からお祈り申し上げます。
さて、このたび皆さまに平成30年3月期の業績や取組みなどをお伝えするため、ディスクロージャー誌「2018南都銀
行レポート」を作成いたしました。ご高覧いただければ幸いに存じます。
わが国経済は、企業業績や雇用状況が改善傾向にあることから景気は緩やかに拡大しており、今後も海外経済の堅
調な成長や東京五輪を見据えた建設投資等に支えられ、回復基調が続く見通しです。また、奈良県を中心とする地元
経済については、インバウンド効果等による明るい兆しもみられ、全体としては、わが国経済と同様に回復基調にありま
すが、人口減少や労働力不足といった問題にも直面しており、地域の活性化に向けた「まち・ひと・しごと創生」への取組
みが求められています。
このようななか、当行は“営業地域および当行の活力を創造する”とした経営ビジョン「活力創造銀行」の実現に向
け、中期経営計画「活力創造プランⅡ～変革と挑戦～」（平成２９年４月～平成３２年３月）の２年目を迎え、「地域経済力の
創出」「お客さま志向のサービス提供」「業務刷新による生産性・収益性の向上」「高度な経営管理態勢の構築」にもと
づいた諸施策を推進し、さまざまな改革に取組んでいます。
私どもは、地域金融機関の果たす役割は地域経済を支えていくことであると考え、「健全かつ効率的な経営に努め

る」「地域の発展に尽くす」という経営理念を堅持し、真に求められる金融サービスのご提供に役職員一同努める所存
でございます。
引続き温かいご支援と変わらぬご愛顧を賜りますよう心からお願い申し上げます。

　　　平成30年7月
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